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【協同組合盛岡卸センターの概要】

 昭和４５年設立の多業種卸団地
 組合員１５５社／賛助会員３５社
 組合員・賛助会員の従業員は３，０００人を超
える
 卸団地の規模としては東北で２番目
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岩手県産株式会社の概要

商品管理‧物流倉庫

設立と使命
設立：1964年12月
全国初の第三セクター‧産地問屋として誕生

仕入先：県内メーカー 約800社使命：県産品の販路開拓‧販売促進を通じた地域産業振興

従業員数と取引先
従業員数：107名（男性56名‧女性51名）
取引社数：国内外 約900社

全国ネットワーク
支店‧営業所：５拠点
‧東京支店、仙台‧名古屋‧大阪‧福岡営業所
アンテナショップ：２店舗
‧「いわて銀河プラザ」(銀座)‧「みちのく夢プラザ」(福岡)
直営店舗：２店舗
‧「らら‧いわて」盛岡店‧仙台店

事業内容

海産物、農畜産物、菓子類、民工芸品、酒類など
多種多様な県産品を取り扱い

卸売‧小売 物産展企画運営 アンテナショップ
商品開発支援 EC‧通販事業 海外販路開拓
商品改良支援 オリジナル商品開発

本社（岩手県紫波郡矢巾町流通センター） らら‧いわて盛岡店いわて銀河プラザ
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新卒求人の応募者減少、内定辞退 
- 新卒求人への応募者が減少傾向にあった（自社サイトでの求人、新卒求人サイトの活用） 
- 採用内定者の内定辞退率が上昇傾向にあった【R䐻.䐸月採用：内定4名(辞退3名)、R䐼.䐸月採用：内定2名(辞退2名)】 
- 就活中の学生向けに弊社事業に触れ、知っていただく機会として、インターンシップや職場体験の実施を検討していた 
- 盛岡卸センター様より、今回のインターンシップ事業への参加のご案内をいただき、参加を決定した 
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- 新卒求人への応募者が減少傾向にあった（自社サイトでの求人、新卒求人サイトの活用） 
- 採用内定者の内定辞退率が上昇傾向にあった【R䐻.䐸月採用：内定4名(辞退3名)、R䐼.䐸月採用：内定2名(辞退2名)】 
- 就活中の学生向けに弊社事業に触れ、知っていただく機会として、インターンシップや職場体験の実施を検討していた 
- 盛岡卸センター様より、今回のインターンシップ事業への参加のご案内をいただき、参加を決定した 

インターンシップ実施概要 
- 事業の企画段階から実施まで、川村様を中心に手厚いフォローをいただき、安心して事業を進めることができた 
- インターンシップは、店舗改善提案‧商品企画提案の２つのメニューで、学生５名に参加いただき実施した 
- 商品企画提案では、そのまま商品開発できるレベルの提案内容で、弊社社員にも大きな刺激となった 
- インターンシップを通じて参加学生からいただいた提案や意見等は、自社を改めて見つめ直す良い機会となった 

インターンシップ実施概要 
- 事業の企画段階から実施まで、川村様を中心に手厚いフォローをいただき、安心して事業を進めることができた 
- インターンシップは、店舗改善提案‧商品企画提案の２つのメニューで、学生５名に参加いただき実施した 
- 商品企画提案では、そのまま商品開発できるレベルの提案内容で、弊社社員にも大きな刺激となった 
- インターンシップを通じて参加学生からいただいた提案や意見等は、自社を改めて見つめ直す良い機会となった 

採用活動について 
- インターンシップの実施内容の作成や進め方について経験することができたので今後に活かしていきたい 
- 今回の経験を活かして、弊社単独でも職場体験（店舗改善提案‧ギフト提案）を企画、実施することができた（4名参加） 
- 新卒求人はインターンシップ、職場体験の参加者に限定して行い、３名から選考にエントリーがあり、うち１名を内々定した 
- 今後も就活中の学生に限らず、インターンシップや職場体験を通じて弊社事業に触れていただく機会を作っていきたい 
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- 今後も就活中の学生に限らず、インターンシップや職場体験を通じて弊社事業に触れていただく機会を作っていきたい 
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1 岩手大学

 岩手大学では、教養教育科目及び理工学部・農学部の専門科目として単位を認定しているが、教養教育科目である「キャ
リアデザイン実践」については「地域×キャリアデザインプログラム※１」参加を要件としており、プログラム参加に関し
てはインターンシップin岩手でのマッチングが必須だったことから、マッチングできなかった学生は履修することができ
ず、参加学生が限定されていた。令和８年度からはin岩手のマッチングに限定せず、プログラムに参加できる学生の枠を広
げる方策を講じた。
 ※１ 地域×キャリアデザインプログラム：
 「働くことは暮らすこと」をテーマに、岩手大学・横浜国立大学・駿河台大学がライフキャリアに焦点を当てて自治体と
連携して取り組んでいる低学年向けキャリアプログラム。令和7年度は県内６地域（岩泉町、葛巻町、二戸市、一戸町、雫
石町、宮古市）で実施された。

 「キャリアデザイン実践」について、「地域デザインプログラム事業」以外の学生が希望するイ
ンターンシップや、協創パートナープログラム加入企業※２が開催するインターンシップについて
も単位認定の対象としたことにより、学生のインターンシップ参加が促進される見込みである。
 ※２ 協創パートナープログラム加入企業：
 岩大生のキャリア形成支援等に協賛し、TOVLABでの取り組みを活用しながら、学生との関係性
構築に積極的な”岩大生応援企業”のこと。

2 岩手大学
 イーハトーヴ協創パートナープログラムの上位プラン（シルバープラン以上）加入企業を対象とするインターンシップ相
談会の開催

 令和８年度からイーハトーヴ協創パートナープログラム上位プラン（シルバープラン以上）に加
入いただいた企業を対象にインターンシップ相談会を開催し、インターンシップに関する相談に対
応する。

3 岩手県立大学

・事業名称：インターンシップin岩手
・事業内容：岩手県内の各参加大学学生と、県内でインターンシップ受入可能な企業とのマッチング支援等
・参加大学：岩手大学、盛岡大学及び岩手県立大学（幹事校）
・実施時期：夏季（８月〜９月）及び春季（２月〜３月）
・令和７年度取組実績
 申込いただいた事業所：126社
 夏季：受入事業所85社、参加学生226名（※うち、本学からの参加学生143名）
 春季：受入事業所11社、参加学生17名（※うち、本学からの参加学生16名）
・岩手県立大学の取り組み
 本学では関連して、インターンシップセミナー（インターンシップ実施企業の紹介）や事前及び事後学習会を実施するな
ど、インターンシップin岩手に参加する学生を含め、インターンシップに参加する学生に対する様々な支援を実施してい
る。

事業所及び学生に対する認知度向上と参加の拡大

4 盛岡大学

・事業名称：インターンシップ科目（生涯学習科目）
・実施時期：前期授業
・実施者：就職センター
・事業スキーム：事前・事後学習、就業体験（５日間）

キャリア教育全体について、単位制の担当教員との評価基準等再検討

5 盛岡大学

・事業名称：インターンシップin岩手
・実施時期：夏期（８月〜９月） 春期（２月〜３月）
・参加大学：３大学連携（岩手県立大学、岩手大学、盛岡大学）
・参加学生数：56名

インターンシップin岩手の利用、インターンシップへの参加促進

●各構成団体におけるインターンシップ促進に向けた取組内容
取組に係る課題取組内容No. 団体名
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●各構成団体におけるインターンシップ促進に向けた取組内容
取組に係る課題取組内容No. 団体名

6
岩手県商工

会議所連合会

・事業名称：インターンシップ導入セミナー
・実施時期：９月（２回開催）
・主催者：いわて高等教育地域連携PF県内定着WG（事務局：岩手県商工会議所連合会）
・参加者：県内企業のべ113社・のべ163名
・事業内容
 企業採用担当者と大学等高等教育機関の就職支援担当者との交流会のプログラムの一つとして実施。インターンシップの
導入に必要なノウハウの共有を目的に、既にインターンシップに積極的に取り組んでいる県内企業が自社の事例を発表

・事例発表を行う企業の選定・情報収集が課題
・R8年度も前年同様の方法で２回開催予定

7
岩手県

農業公社

・事業名称：新鮮いわて農業チャレンジ体験研修
・実施期間：令和８年５月〜令和８年12月
・実施者：公益社団法人岩手県農業公社
・岩手県内の農業法人等とのマッチング研修
（インターンシップコース）最長５日間・定員10名

・複数作業や品目で研修を希望する者への対応
・研修生の暑さ等安全対策の徹底

8
岩手県

建設業協会

・インターンシップ
・９月下旬〜10月上旬のうち（３〜５日間）

・多くの会員が受け入れ表明しているものの、マッチング率が低いこと
・生徒の自宅から近い方が優先されることから立地条件が良くない企業が不利になっている
・Ａ級など比較的大きな企業へ偏りがちになる傾向があること
・生徒に体験させれることが限られることから５日間の職業体験が長いこと

9
ふるさといわて

定住財団

・財団ホームページへのインターンシップ情報特設ページ開設（令和７年10月〜）
・学生の企業名クリックによる開催時期、参加条件、開催場所等の詳細情報把握でのインターンシップ参加促進

・財団ホームページでの登録企業のインターンシップ情報の積極的な発信
・特設ページによる効果の検証
・今後も継続実施
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